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歌とするものの2群に：分けられた。余が楡曝せる
精油成分中麻癖を主症歌とするChlorthymol，　Di一・
hydrochavibetol，　Thymol，　Dihydroeugenol，　Geraniol
等は総て豚蛆虫に対する毒性が大で，これに反し
痙：i攣あるV・は興奮を主症状とするものはCarvacroI
を除きいすれも豚回虫に対する毒性は小で，運動
完杢停止に5時聞以上を要した。
　　廓痺を主症状とする精油成分のみに就いて，
「マウス」に対する毒性係数と豚姻虫に対する毒
性係数との関係を見ると，この内Chlorthymol，
Dihydroeugenol，　Geraniol等の如く「マウス」対
する毒性係数に較べて豚蛆虫に対する毒性係数の
大なるものを除外すれば，「マウス」と豚蛆虫と
に対する毒性の間にある程度のA9行関係が見られ
た。
　　3・「マッス」に対する毒性と寸寸筋に対する
作用強度との関係
　　前報にて報告した精油成分の蛭虫引筋に対する
作川強度と「マウス」に対するLD。・oとの関係は
・第3表に示す如くである。これによると，「マウス」
第3表
に対する毒性の比較的小さなChlorthymolと比較
的大きなCitronellol，　Thymol，　Dihydrochavibetol
等とが虹蛆筋に対して全く等しい作用彊度を示し
ている。このことから「マウス」に対する毒性と
蛆矧縦筋および環筋の蓮動，緊張に：対する作用強
度と．の聞には何等の関係もないと見て差支えなか
．ろう。
各種精油戌分の「マウス」に対する毒二性と
蛆虫引筋に対する興奮作用強度との比較
結　　論
　　1・植物精油成分の温thL動物に対する毒性と，
それらの豚蜘虫に対する毒性および蟻矧筋に対す
る作用強度との満洲関係を検討する「1的で，Safro1，
Isosafrol，　Dihydroeugenol，　Carvacrol，　Chlorthymol，
Linalool，　Terpineol，　Eucalyptol，　Geranio1，　Citrone一・
　　　　　　　　　　　　ダ1101，MenthoglycoL　d－Limonen等の「マウス」に
対するLD5〔1を求め，同時にその中毒症状を：観察
した。
　　2．上記の精油成分の中毒症歌は麻輝を主とす
るものと，興奮あるV・は痙攣を主とするものに大
別される。
　　3．「マウス」に対する毒性と豚朗虫に対する
　　　　　　　毒性とは全般的に見てエド行ずると’
　　　　　　　はいえない。
精油戌山名
「マウス」
に対する
諒三　性
LDi，o
（mg／1（’g）
d－Limonen
Chlorthymo1
Menthon
Linalool
Dihydroeugenol
Terpineol
Menthoglycol
Geraniol
Eucalyp七〇l
Isosafrol
Men七bol
Safro］
Citronellol
Carvaerol
Thymol
DihydrochaN　ibetol
Guajaeo1
??????????? ?? ??
1i申経を除去せる血魍i筋に対する
　　最小有効濃度
縦 ??
?
緊張　1蓮　動
2×10－4
2×　lo一　rD
2×10－4
’，2×lo－4
2×10－4
2×lo－or
　　，？・
2　×　lo一　rD
2×10一一4
2×10一・S
＊2×10－4
2×lo－5
2×　10一　tfi
2×10一；）
2sx　lo－r，
2×　lo一　r，
　2×10一一6
2×10一（S
2×10一モ，
2×10－5
2×10－4
　　？
2×10－6
2×10－6
2×lo－or
2×10－6
2×10一一｛s
2×lo－or
＊2×10－4
2×10－6
‘z＞　lo－r，
2　×　IO－5
2×10－5
2×10－D
2×lo－fs
　環　　　　筋
緊一 ｣一u蓮一動
2×10－4i　2×lo－6
2＞＜10－5　　　2＞〈10－5
2＞＜］〇一5　　　2×10－5
．2　×　10－4　1　2　×　10一一
2×10－41　？
2　×　10－a　1　2　×　10一｝
　？　1　2×lo－6
2　×　10－5　1．　2　×　lo－5
2×　10一　L　，．）　×　10　一6
2×10－51　2×lo－6
　　　　2xlo－r，2×10－4　　　　＊2　×　lo－a
2＞（10－6　　　2＞く10一6
2　×　lo一　”o　1　2　×．　lo一　一r）
2》く10－5　　2×10－6
‘．）　×　10－5　1　2　×　lo－5
2×10－51　2×10－5
2×10－5　　2×10－5
＊抑制を示す。？2×10－4の濃度にても興奮を示さず。
　　4，麻輝揃訓ノこを毛とする辛齢由成
分のみに就いては「マウス」に対
する毒性と豚蝸虫に対する寿町と
が．2，3の例を除きあ程度≧卜行ず
るように思われる。しかしてこの
種精油成分中には豚蜘虫に対する
毒・性が非常に大きいものが多い。
　　5．「マウス」に対する毒性と
虫丘矧筋に対する作用強度との聞に
は一定の関係は見られない。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary　．　一
　　　　　　　Toxicity　for　mice　was　compared　with　stimulatin．cr　effects　on　isolated　ea，　rthworm　muscles　a，　nd
　　　ascaricidal　propert’ies　of　the　following　compounds；　safrol，　iso－s’afrol，　dihydro－eugenol，　carvacrol，
　　　chlorthymol　linalool，　terpineol，　eucalyptol，　geraniol，　citronellol，　menthoglycol　and　d－limonone．
　　　　　　　1．　No　definite　relationship　can　be　perceived　between　toxicity　for　mice　and　the　sti’mulating
　　　actlon　on　earthworm　muscles．
　　　　　　　2．　Large　does　of　these　compounds　cause　either　convulsions　or　paralysis　in　！nica
　　　　　　　，3．　GeneralLv　speaking，　toxicity　fer　mi．ce　does　not　always　run　pararlel　with　the．　ascaricrdal　．
　　　properties・　However，　in　regard　to　the　compounds　whtch　produr．e　convulsive　toxic　effects　on　mice，
　　　there　seems　to　be　a　parallel　between　toxicites　for　mice　and　pig　ascaris．
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